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エ
ゾ
リ
ス
は
体
長
25
㎝
程
度
の
リ
ス
で
、

動
物
園
で
よ
く
見
ら
れ
る
シ
マ
リ
ス
よ
り
も

一
回
り
大
き
く
、
ふ
わ
ふ
わ
し
た
耳
と
し
っ

ぽ
が
特
徴
的
で
す
。
エ
ゾ
リ
ス
は
北
海
道
に

の
み
に
生
息
し
て
い
る
貴
重
な
野
生
動
物
で

す
が
、
札
幌
市
内
の
公
園
で
も
見
か
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

エ
ゾ
リ
ス
は
雑
食
性
な
の
で
何
で
も
食
べ

ま
す
が
、
植
物
の
花
や
種
な
ど
が
大
好
物
で

す
。
一
生
懸
命
に
手
を
伸
ば
し
て
オ
ニ
グ
ル

ミ
の
実
を
つ
か
ん
で
い
る
姿
は
ま
さ
し
く
収

穫
を
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
エ
ゾ
リ
ス
の
か

わ
い
さ
と
た
く
ま
し
さ
が
切
り
取
ら
れ
た
、

思
わ
ず
ほ
ほ
え
ん
で
し
ま
う
作
品
で
す
。

● 

札
幌
市　

ア
ク
セ
ス
：【
公
共
交
通
機
関
】
新
千
歳
空
港
駅
か
ら

Ｊ
Ｒ（
快
速
エ
ア
ポ
ー
ト
）で
札
幌
駅
行
き（
約
40
分
）

表紙の説明
静岡県富士山世界遺産センター：
「F

フ ジ

UJI	H
ヒ ノ キ

INOKI	M
メ イ ド

ADE」としてブ
ランド化された県産ヒノキ材を
用い、平成29年12月、静岡県富士
宮市に開館。坂

ばん

	茂
しげる

氏の設計。

部
門
優
秀
賞

（
全
国
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
会
長
賞
）

作
品
名
：	

オ
ニ
グ
ル
ミ
収
穫

撮
影
者
：
佐
々
木	

平
二

部
門
名
：	

生
命
部
門

撮
影
地
：	

北
海
道
札
幌
市

入 賞 作 品 紹 介
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未来に貢献する、木づかい
　平成 17 年度、京都議定書の目標達成を契機に始まった木づかい運動も、今年で 14 年目。木づかい
運動により地域材を利用することは、地球温暖化防止への貢献、持続可能な森林資源の活用、山への還
元、地域の産業の活性化等、様々な面において効果をもたらします。
　木材を利用することで、日本の森林や地球環境のことを意識してもらうよう進めてきた木づかい運動
ですが、最近では、地球環境に加え、社会貢献などにも配慮したモノやサービスを積極的に利用する

「エシカル消費」という言葉も耳にするようになりました。また、2017 年 5 月の「合法伐採木材等の
流通及び利用の促進に関する法律（クリーンウッド法）」施行以来、木材の由来や合法性に配慮するこ
とへの社会的な関心も高まっています。本稿では、これからの木づかいの取組に向け、「エシカル消費」
をキーワードに、素材としての木材の利用や、地域材のＰＲについて考えてみたいと思います。

Ⅰ （一社）more trees のつみき／Ⅱ ㈱ワイス・ワイスのクヌギ材家具／Ⅲ ㈱イトーキによるオフィスの木質化
Ⅳ ウッドソリューション・ネットワークが取材を行った木のオフィス

Ⅰ

Ⅱ Ⅲ Ⅳ撮影：浅川 敏
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エ
シ
カ
ル
消
費
と
い
う
言
葉
を
、
最

近
聞
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
。

エ
シ
カ
ル
消
費
は
元
々
、
英
語
の

ethical

か
ら
来
て
お
り
、
直
訳
す
る

と
倫
理
的
な
消
費
、
と
い
う
意
味
で
す
。
一

言
で
い
う
と
、
私
た
ち
が
生
活
す
る
上
で
、

日
々
消
費
す
る
様
々
な
も
の
の
背
景
を
考
え

よ
う
と
い
う
こ
と
。
例
え
ば
、
一
つ
の
も
の

が
作
ら
れ
る
過
程
で
、
環
境
や
社
会
へ
の
配

慮
が
な
さ
れ
て
い
る
か
、
例
え
ば
生
産
地
の

自
然
環
境
や
生
態
系
・
動
植
物
へ
の
配
慮
、

生
産
に
携
わ
る
人
々
の
働
き
方
や
生
活
に
ど

の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
か
、
持
続
可

能
な
資
源
利
用
に
繋
が
っ
て
い
る
か
と
い
っ

た
こ
と
に
関
心
を
持
ち
、
考
え
て
消
費
を
し

よ
う
と
い
う
動
き
で
す
。

国
内
の
森
林
は
、
戦
後
に
植
栽
し
た

人
工
林
を
中
心
に
森
林
資
源
が
充
実

し
て
き
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
生
き
て
い
く
上
で
、
森
林

資
源
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
が
、
生
物
多

エ
シ
カ
ル
消
費
と

木
材
利
用

山
口 

真
奈
美 
氏

（
一
般
社
団
法
人
日
本
エ
シ
カ
ル

推
進
協
議
会 
副
会
長 
理
事
、
株

式
会
社
Ｆ
Ｅ
Ｍ　
代
表
取
締
役
）

様
性
に
配
慮
し
、
資
源
を
保
全
し
な
が
ら

持
続
可
能
な
形
で
使
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
様
々
な
形
の
人
間
の
活
動
に
よ
り
、

貴
重
な
原
生
林
や
、
そ
こ
に
棲
む
動
植
物
の

命
が
、
今
も
な
お
危
機
に
瀕
し
て
い
ま
す
が
、

地
域
材
を
利
用
す
る
木
づ
か
い
運
動
の
考
え

方
は
、
特
に
海
外
で
問
題
視
さ
れ
て
い
る
違

法
伐
採
材
を
使
う
リ
ス
ク
を
避
け
、
貴
重
な

森
を
保
全
し
つ
つ
、
日
本
で
は
伐
期
を
迎
え

た
森
林
の
木
材
を
使
う
こ
と
で
森
林
整
備
に

つ
な
が
る
と
い
う
、
２
つ
の
利
点
が
あ
る
で

し
ょ
う
。
適
切
に
管
理
さ
れ
た
森
林
か
ら
の

木
材
を
利
用
す
る
こ
と
や
、
地
域
材
の
利
用
、

伝
統
工
芸
等
を
通
じ
て
地
域
の
産
業
や
雇
用

に
貢
献
す
る
、
と
い
う
点
で
も
、
エ
シ
カ
ル

消
費
に
繋
が
る
動
き
が
期
待
出
来
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
が
施
行
さ
れ
て

１
年
が
経
ち
ま
し
た
。

木
材
の
よ
う
に
、
消
費
者
の
手
に
届

く
ま
で
に
加
工
さ
れ
、
姿
形
が
変
わ

る
物
品
は
、
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
（
追
跡
可

能
性
）が
不
明
確
に
な
り
が
ち
で
す
。
ク
リ
ー

ン
ウ
ッ
ド
法
は
国
と
し
て
合
法
的
に
伐
採
さ

れ
た
木
材
の
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
を
明
確

に
示
し
た
と
い
う
点
で
、
木
材
の
エ
シ
カ
ル

消
費
を
考
え
る
上
で
も
重
要
な
動
き
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
森
林
認
証
材
や
合
法
伐
採

木
材
の
利
用
を
通
じ
て
、
責
任
あ
る
調
達
が

更
に
広
が
り
、
エ
シ
カ
ル
購
入
と
消
費
の
実

践
が
、
当
然
な
社
会
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

　
日
本
エ
シ
カ
ル
推
進
協
議
会
副
会
長

の
山
口
様
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　2017年 5月に施行された、「合法伐採木材等の流通及
び利用の促進に関する法律」（通称：クリーンウッド法）は、
合法伐採木材等の利用を強く推進する法律です。
　政府はこれまで、グリーン購入法に基づく政府調達にお
いて、合法性が証明された木材・木材製品の調達を推進して
きましたが、クリーンウッド法はこうした取組を政府だけ
でなく、民間の調達まで拡大する仕組みです。このため、木材

関連事業者に対し、取り扱う木材等について、木材が伐採さ
れた国の法令に適合して伐採されたことの確認（合法性の
確認）を促し、一般事業者は、合法性の確認ができた木材等の
利用に努めることとしています。また、本法に基づく合法性
の確認等の取組を適切かつ確実に行う木材関連事業者は登
録実施機関に登録することができます。8月31日時点で登録
件数は131件となり、本法の取組は着々と進んでいます。

木材の合法性

ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
に
お
け
る

木
材
関
連
事
業
者
の
範
囲
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株
式
会
社
イ
ト
ー
キ

（
日
本
エ
シ
カ
ル
推
進
協
議
会
に
加
盟
。
各
地
の
地
域
材
を

活
用
し
た
家
具
（Econifa
シ
リ
ー
ズ
）
の
制
作
や
持
続
可

能
な
社
会
の
実
現
等
に
貢
献
す
る
Ｃ
Ｓ
Ｒ
等
に
取
組
）

株
式
会
社
ワ
イ
ス
・
ワ
イ
ス

（
東
日
本
大
震
災
後
の
復
興
支
援
を
き
っ
か
け
と

し
た
ス
ギ
材
家
具
「
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ａ
」
を

は
じ
め
、
様
々
な
地
域
材
を
活
用
し
た
製
品
を
展

開
。
２
０
１
８
年
７
月
に
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
に

基
づ
く
木
材
関
連
事
業
者
と
し
て
登
録
）

積
水
ハ
ウ
ス
株
式
会
社

（
独
自
の
「
木
材
調
達
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を

２
０
０
７
年
に
策
定
。
国
内
か
ら
の
木
材
調
達
に

積
極
的
に
取
り
組
む
。
２
０
１
８
年
３
月
に
は
ク

リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
に
基
づ
く
木
材
関
連
事
業
者

と
し
て
登
録
）

企
業
の
取
組

　

近
年
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
で
は
、
条
約
や

法
規
以
外
に
も
、
規
格
や
認
証
等
の
参
加
が

　

日
本
人
の
気
質
と
し
て
、
自
分
で
言
っ
た

ら
か
っ
こ
悪
い
、
と
い
う
感
覚
は
あ
る
け
れ

ど
、
エ
シ
カ
ル
な
も
の
づ
く
り
だ
と
言
わ
れ

れ
ば
、
確
か
に
そ
う
な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

木
材
は
一
般
に
、
原
木
市
場
→
乾
燥
・
製

材
→
二
次
加
工
→
梱
包
・
流
通
と
、
製
品

に
な
る
ま
で
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
長
い
。

我
々
は
長
年
家
具
製
造
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

あ
る
と
き
、
木
材
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
が

　
木
材
に
関
係
す
る
企
業
活
動
の
視
点
か
ら
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

地
域
材
活
用
の
取
組
を
始
め
た
き
っ
か
け

は
、
間
伐
材
を
製
品
に
し
て
使
い
た
い
と
い

う
自
治
体
か
ら
の
要
望
で
し
た
が
、
最
近
で

は
、
オ
フ
ィ
ス
に
木
を
使
い
、
従
業
員
等
へ

の
居
心
地
の
良
さ
の
提
供
が
、
会
社
の
企
業

価
値
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
企
業
も

増
え
、
現
在
は
地
域
材
活
用
の
５
割
ほ
ど
が

民
間
か
ら
の
受
注
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
多
く
の
企
業
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事

業
活
動
に
つ
な
が
る
Ｃ
Ｓ
Ｒ
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
企
業
の
社
会
的
責
任
と
い
う
考
え
方

の
認
知
も
向
上
し
て
き
ま
し
た
が
、
エ
シ
カ

ル
消
費
は
、
ま
さ
に
そ
う
い
っ
た
動
き
の
少

し
先
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

顧
客
の
中
に
も
、
学
校
で
環
境
教
育
を
受
け

た
若
者
を
中
心
に
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
や
エ
シ
カ
ル
消

費
を
意
識
す
る
方
が
少
し
ず
つ
増
え
て
き
て

お
り
、
購
入
を
決
め
る
際
の
後
押
し
に
な
っ

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進
部	

部
長　

原
孝
章
氏
）

任
意
の
ル
ー
ル
や
民
間
主
導
の
取
り
組
み
が

数
多
く
登
場
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
強
制
力
は
弱
い
も
の
の
、
自
社

だ
け
で
な
く
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
や
市
場
、
そ

し
て
社
会
を
も
変
え
て
い
く
力
を
持
ち
ま
す
。

弊
社
は
業
界
に
先
駆
け
て
、
独
自
の
「
木
材

調
達
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」に
取
り
組
み
、サ
プ
ラ

イ
ヤ
ー
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
フ
ェ
ア
ウ
ッ

ド
調
達
の
レ
ベ
ル
を
高
め
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
は
同
時
に
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
や
市
場
の
レ
ベ

ル
を
高
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

市
場
へ
の
影
響
力
が
大
き
い
大
企
業
の
責

任
は
、
単
に
先
進
事
例
を
打
ち
出
す
こ
と
に

と
ど
ま
ら
ず
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
や
規
模
を
拡
大

し
て
、
市
場
化
へ
の
道
筋
を
つ
け
る
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
累
積
２
，８
０
０
棟
を
超
え
た

純
国
産
材
プ
レ
ミ
ア
ム
モ
デ
ル
は
、
ま
さ
に

そ
れ
を
実
現
し
た
例
で
、
国
産
木
材
を
使
う

姿
勢
が
評
価
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
環
境
推
進
部	

部
長　

佐
々
木
正
顕
氏
）

未来に貢献する、木づかい

近年進む、オフィスの “ ナチュラル化 ”。従来、応接
室等を中心に使われた木材だが、近頃は一般のオフィ
ス空間でも、好んで使われるようになりつつある。

（撮影：浅川 敏）

2015 年にはシャーウッド純国産材プレミアムモデルが
ウッドデザイン賞を受賞。

２
０
０
３
年
に
Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証
を
取
得
し
た
宮
崎
県
諸
塚

村
と
連
携
。
成
長
し
す
ぎ
て
、
し
い
た
け
原
木
に
は
不

適
合
な
ク
ヌ
ギ
材
を
活
用
し
た
家
具
を
製
作
。
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木
材
利
用
拡
大
の
課
題
解
決
に
向
け
た
企
業
連
携
の
取
組

ウ
ッ
ド
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

農
林
中
央
金
庫

　

ウ
ッ
ド
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
Ｗ
Ｓ
Ｎ
）
は
、
農
林
中
央
金
庫
が
事

務
局
と
な
り
、
商
社
、
ゼ
ネ
コ
ン
、
住
宅

メ
ー
カ
ー
な
ど
の
木
材
需
用
者
や
全
国
森
林

組
合
連
合
会
、
製
材
業
者
と
い
っ
た
幅
広

い
木
材
関
連
業
者
の
参
画
を
得
て
、
木
材

利
用
の
拡
大
、
林
業
・
木
材
産
業
全
体
の

発
展
に
向
け
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
（
現

在
、
27
社
・
団
体
が
参
画
）。
人
口
減
少
等

に
伴
い
住
宅
着
工
戸
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る

な
ど
木
材
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
縮
小
す
る
中
で
、

新
た
な
木
材
需
要
を
拡
大
し
、
利
用
を
進
め

る
こ
と
で
、
林
業
の
成
長
産
業
化
を
図
っ

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
Ｗ

Ｓ
Ｎ
は
木
材
産
業
の
抱
え
る
課
題
を
抽
出
し
、

企
業
や
団
体
が
協
働
し
て
そ
れ
ら
を
解
決
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

農
林
中
央
金
庫
は
、
こ
れ
ま
で
森
林
組
合

を
は
じ
め
と
す
る
供
給
側
（
林
業
）
に
対
す

る
サ
ポ
ー
ト
を
中
心
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
平
成
28
年
10
月
に
、
東
京

一
般
社
団
法
人m

ore trees
（
森
林
整
備
の
取
組
を
き
っ
か
け
に
、
各
地
域
と

の
つ
な
が
り
を
育
み
、
様
々
な
木
製
品
を
展
開
）

　

m
ore	trees

で
は
２
０
０
７
年
の
設
立
以

来
、全
国
のm
ore	trees

の
森
を
中
心
に
主
に

間
伐
を
進
め
て
い
ま
す
。当
初
は
森
の
環
境
が

少
し
で
も
良
く
な
れ
ば
と
の
思
い
で
し
た
が
、

う
ま
く
確
立
し
て
い
な
い
、
さ
ら
に
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
の
現
状
を
認
識
し
て
い
な
い
消

費
者
の
方
が
非
常
に
多
い
と
い
う
日
本
の
状

況
に
気
づ
い
た
ん
で
す
。
一
方
で
、
地
域
材

を
売
り
出
し
た
い
と
悩
ん
で
い
る
地
域
は
た

く
さ
ん
あ
る
。
こ
う
し
た
現
状
を
少
し
で
も

解
消
で
き
れ
ば
と
思
い
、
地
域
の
林
業
や
産

業
、
そ
し
て
お
客
様
と
ち
ゃ
ん
と
つ
な
が
る

あ
る
。
そ
う
し
て
、
こ
れ
ま
で
森
林
へ
の
興

味
・
関
心
が
薄
か
っ
た
方
に
も
魅
力
が
拡
が
っ

て
い
け
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
事
務
局
長　

水
谷
伸
吉
氏
）

間
伐
を
進
め
る
う
ち
、次
第
に
森
林
整
備
の
み

な
ら
ず
木
材
利
用
に
つ
い
て
も
強
く
意
識
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。こ
う
し
て
林
業
地
の

産
業
の
一
助
に
も
な
る
べ
く
、自
ら
商
品
開
発

や
販
路
開
拓
に
も
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
、現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
背
景
は
色
々
あ
り
つ
つ
も
、
ま
ず

は
製
品
を
手
に
取
っ
た
と
き
に
「
か
わ
い
い
」

「
ほ
し
い
」
と
第
一
印
象
で
思
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
山
側
の
こ

と
、
例
え
ば
林
業
が
抱
え
て
い
る
問
題
や
木

を
も
っ
と
使
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
は
当

然
あ
り
ま
す
が
、
一
般
の
方
に
は
重
く
感
じ

ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
多
い
た
め
、
製
品
の

第
一
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
は
、
あ
え
て
出
さ
な
い

よ
う
に
意
識
し
て
い
ま
す
。

　

製
品
を
手
に
取
っ
て
興
味
を
持
っ
て
い
た

だ
い
た
方
が
、
そ
の
木
材
の
由
来
を
考
え
た

と
き
に
、
実
は
そ
の
背
景
に
ス
ト
ー
リ
ー
が

こ
と
を
重
視
し
た
“
森
を
つ
く
る
”
家
具
の

生
産
を
始
め
ま
し
た
。

　

お
財
布
を
開
い
て
モ
ノ
を
買
う
こ
と
は
、

自
分
の
消
費
行
動
で
、
商
品
の
製
造
プ
ロ
セ

ス
や
生
産
さ
れ
た
地
域
な
ど
“
何
か
”
に
一

票
投
じ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
安
く
て
早

い
、
を
追
求
し
た
結
果
と
し
て
何
が
起
き
る

の
か
、
作
る
側
も
、
購
入
す
る
側
も
、
想
像

力
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

（
代
表
取
締
役
社
長　

佐
藤
岳
利
氏
）

構造材利用分科会において見
学を行った岩手県大槌町文化
交流センター「おしゃっち」

　昨年、京都木材会館が農林
水産大臣賞を受賞した、木材
利用優良施設コンクール（主
催：木材利用推進中央協議会）。
今年度は内閣総理大臣賞の創
設が決定し、８月 28 日より、
応募が開始しています（応募
締め切り：９月 28 日）。受賞
者の発表は 11 月の予定です。

内閣総理大臣賞が
創設されました。

国
産
の
針
葉
樹
を
活
用
し
た「
つ
み
き
」や「
ス
ツ
ー
ル
」
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・中大規模木造建築物の普及
・一般流通材を活用した事例紹介
等による施主・設計者の啓発

ウッドソリューション・ネットワークのミッション

各種課題を解決し、木材利用量の増加に貢献する

構造材としての利用促進 内装材としての利用促進 生産現場の理解深化

H31年9月までに、ウッドソリューション・ネットワークが実現したい姿

木材の利用量増加 都市部で木の良さを訴求 森林・林業に対する理解深化

・内装木質化の更なる進展
・需要側、供給側における木の価
値・特性の定義、追求、定着化

・国内林業の活性化
・需要側、供給側の相互理解を通
じた新たな木材価値の創出

大
学
に
お
い
て
「
木
材
利
用
シ
ス
テ
ム
学
寄

付
研
究
部
門
」
の
設
立
を
支
援
し
た
こ
と
と

併
せ
、
Ｗ
Ｓ
Ｎ
を
設
立
し
、
需
要
側
（
木
材

産
業
や
更
に
川
下
の
企
業
群
）
へ
の
働
き
か

け
を
通
じ
た
、
木
材
利
用
拡
大
へ
の
新
し
い

取
組
を
始
め
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、

・ 

木
造
率
の
低
い
中
大
規
模
建
築
に
お
い
て
、

構
造
材
と
し
て
の
木
材
利
用
拡
大
を
進
め

る
分
科
会

・ 

都
市
部
な
ど
に
お
い
て
内
装
材
と
し
て
の

木
材
利
用
拡
大
を
進
め
る
分
科
会

・ 

林
業
の
現
場
と
需
要
側
の
相
互
理
解
を
促

す
た
め
の
分
科
会

の
３
つ
の
分
科
会
を
立
ち
上
げ
、
課
題
解
決

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

特
に
、
内
装
材
の
分
科
会
に
お
い
て
は
、

木
材
を
利
用
す
る
側
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
山
側

を
つ
な
げ
、
木
材
を
活
か
し
た
内
装
デ
ザ
イ

ン
に
挑
戦
す
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
増
え
る
こ

と
を
企
図
し
た「
木
質
空
間
デ
ザ
イ
ン
・
ア
プ

ロ
ー
チ
ブ
ッ
ク
」の
制
作
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｗ
Ｓ
Ｎ
参
画
企
業
の
オ
フ
ィ
ス
家
具

メ
ー
カ
ー
と
と
も
に
、木
材
を
活
か
し
、か
つ
、

働
き
方
改
革
も
意
識
し
た
、
新
し
い
オ
フ
ィ

ス
の
か
た
ち
を
提
案
す
る
、「
木
製
オ
フ
ィ
ス

家
具
」
の
製
作
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
木
質
空
間
デ
ザ
イ
ン
・
ア
プ
ロ
ー
チ
ブ
ッ

ク
」
は
、
10
月
の
完
成
を
目
指
し
て
お
り
、

10
月
18
日
に
は
お
披
露
目
イ
ベ
ン
ト
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
本
イ
ベ
ン
ト
を
皮
切
り
に
デ

ザ
イ
ナ
ー
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
を
継

続
的
に
行
う
こ
と
も
検
討
中
で

す
。
ま
た
、「
木
製
オ
フ
ィ
ス
家
具
」

に
つ
い
て
は
、
完
成
品
の
展
示
を

10
月
22
日
～
11
月
２
日
の
２
週

間
、東
京
・
大
手
町
Ｊ
Ａ
ビ
ル
１
階

（
東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
１
―

３
―
１
）
に
て
予
定
し
て
い
ま
す
。

家
具
の
製
作
プ
ロ
セ
ス
を
ご
紹
介

す
る
ほ
か
、
実
際
に
木
の
オ
フ
ィ

ス
家
具
の
使
用
体
験
も
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
、
Ｗ
Ｓ
Ｎ
は
、
森
林
・

林
業
分
野
に
お
け
る
課
題
解
決
に

向
け
た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供

で
き
る
よ
う
、
参
画
企
業
・
団
体

と
と
も
に
知
恵
を
出
し
合
っ
て
こ

れ
か
ら
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
今
後
の
活
動
に
つ
き
ま
し
て

も
、
皆
様
の
お
力
添
え
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

未来に貢献する、木づかい

 
 

 

 

 

 
 

相互理解分科会で実施した山林現場見学の様子 「木質空間デザイン・アプローチブック」制作において取材を
行った㈱ドリーム・アーツの木材を活用したオフィス
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都道
府県 期　間 イベント・取組名 開催地及び会場名 実施主体 問い合わせ先	

（電話番号）

北海道 10月10、11日 木の日パネル展 北海道庁舎内（札幌市） 北海道水産林務部林務局
林業木材課

北海道水産林務部林務局
林業木材課（利用推進グ
ループ）
011-204-5492

青森県 10月13、14日 県産材フェア「森のめ
ぐみ展 inはっち vol.8」

八戸ポータルミュージアム
「はっち」＆八戸まちなか広
場「マチニワ」（八戸市）

三八・上北流域
林業活性化センター

青森県三八地域県民局地
域農林水産部林業振興課
0178-23-3595

岩手県 10月27、28日 気仙スギまつり 大船渡市民体育館
（大船渡市） 気仙地方林業振興協議会

大船渡市農林水産部
農林課
0192-27-3111

山形県 10月13、14日 山形県林業まつり 山形県総合運動公園第2南
駐車場（天童市） 山形県林業まつり実行委員会 023-666-4800

福島県 10月20、21日 第43回福島県林業祭 福島県林業研究センター
（郡山市） 福島県林業祭実行委員会

福島県林業祭実行委員
会（福島県林業振興課内
024-521-7432）

栃木県 10月８日

とちぎ木づかい条例制
定記念とちぎ木づかい
フェス～もくもくまつ
り2018～

栃木県庁県民広場
（宇都宮市）

とちぎ木材フェスティバル
実行委員会

栃木県庁林業木材産業課
028-623-3277

東京都 10月中
都内アンテナショップ
における木づかいイベ
ント

富士の国やまなし館、とっ
とりおかやま新橋館、みや
ざき館KONNE、FUZO（わ
したショップ銀座店内）　
他

各協力自治体等 林野庁木材利用課
03-6744-2298

富山県 10月13日 とやま木と住まいフェ
ア2018

富山県農林水産総合技術セ
ンター木材研究所（射水市）

富山県、
富山県木材組合連合会 076-444-3388

山梨県 10月20、21日 山梨県林業まつり森の
フェスティバル 小瀬スポーツ公園（甲府市）山梨県林業まつり実行委員会

森林環境部
林業振興課内
055-223-1650

長野県 10月６、７日 第8回木育フェスティ
バルイン信州しおじり

塩尻市市民交流センター
（塩尻市）

木育フェスティバル実行委員
会（塩尻商工会議所内）

塩尻商工会議所
0263-52-0258

愛知県 10月20日 18木トピア 桜淵公園（新城市） 木トピア実行委員会 新城市森林課
0536-22-9935

滋賀県 10月13日
山を活かす、山を守
る、山に暮らす交流会
2018

ウッディパル余呉（長浜市）滋賀県
滋賀県琵琶湖環境部
森林政策課交流推進係
077-528-3918

兵庫県 10月７日 第 33回ひょうご木材
フェア

神戸ハーバーランド高浜岸
壁（神戸市） 兵庫県 兵庫県林務課木材利用班

078-362-9224

和歌山
県 10月７日 和歌山の木でつくろう

（木工）
和歌山県植物公園緑化セン
ター（岩出市） 那賀木材協同組合

那賀木材協同組合事務局
（宮本木材）
0736-62-1141

鳥取県
10月13、14日 鳥取県東部地区

木のすまいフェア 鳥取産業体育館（鳥取市）
一般社団法人鳥取県木造住宅
推進協議会

東部実行委員会
0857-30-0278

10月21日 鳥取県中部地区
木のすまいフェア 倉吉駅前（倉吉市） 中央支部

0858-27-0112

香川県 10月６、７日
2018ウッディフェス
ティバル&森とみどり
の祭典

サンメッセ香川（高松市） 香川県木材需要拡大協議会、
香川県 087-881-9343

高知県 10月20、21日
もくもくエコランド
2018　森林環境学習
フェア

高知市中央公園（高知市） 高知県、もくもくエコランド
実行委員会

高知県林業環境政策課　
木の文化担当
088-821-4586

福岡県 10月８日 ウッドフェスタ2018
福岡 福岡市植物園（福岡市） ウッドフェスタ実行委員会

福岡県農林水産部
林業振興課
092-643-3549

鹿児島
県 10月20、21日 第19回

かごしま木材まつり
かごしま県民交流センター
（鹿児島市）

かごしま木材まつり実行委員
会（事務局：（一社）県林材
協会連合会）

県林材協会連合会
099-260-5356

イベント情報

ほかにも全国で多くのイベントが開催されています。
イベント情報ページはこちら！
（http://www.rinya.maff.go.jp/j/riyou/kidukai/event.html）

未来に貢献する、木づかい



　

み
ど
り
の
女
神
と
し
て
野
外
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
す
る
と
、
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
設

置
さ
れ
て
い
る
体
験
ブ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
丸
太
切
り
で
す
！
私
も
だ
ん
だ
ん
コ

ツ
が
わ
か
り
、
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
ろ
そ
ろ
マ
イ
の
こ
ぎ
り
を
用
意

し
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
次
第
で

す
。

各
地
の
自
然
系
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
！

た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
と
ふ
れ
あ

い
ま
し
た

　

か
な
が
わ
ト
ラ
ス
ト
み
ど
り
財
団
さ
ん
主

催
の
「
や
ど
り
き
水
源
林
の
森
」
に
参
加
し

て
き
ま
し
た
。
森
林
×
川
辺
で
の
イ
ベ
ン
ト

は
い
つ
も
と
違
う
新
鮮
な
雰
囲
気
で
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
元
気
に
山
の
中

を
駆
け
巡
っ
て
遊
び
、
川
で
生
き

物
を
追
い
か
け
ま
し
た
。
山
川
の

生
き
物
を
捕
ま
え
て
は
ガ
イ
ド
の

先
生
に
生
態
を
聞
き
、
生
物
の
多

様
性
を
ま
さ
に
五
感
で
味
わ
っ
て

い
ま
す
。「
多
様
な
生
き
物
が
い
る

の
は
山
が
綺
麗
で
豊
か
だ
か
ら
！

山
は
綺
麗
に
し
な
い
と
ダ
メ
な
ん

だ
！
」
と
理
解
し
て
く
れ
て
い
る

子
ど
も
の
姿
を
み
て
、
と
て
も
嬉

し
か
っ
た
で
す
。

　

鳥
取
県
の
米
子
市
に
て
「
第
３

回
山
の
日
全
国
大
会
」
に
参
加
し

て
き
ま
し
た
。
鳥
取
県
の
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
ト
リ

ピ
ー
の
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
の
活
動

細
長
い
木
の
板
で
簡
単
に
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム

を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
組
み
方
は
な
ん

と
清
水
寺
の
舞
台
と
同
じ
で
と
て
も
頑
丈
！

　

し
か
も
組
み
立
て
か
ら
片
付
け
ま
で
全
て

子
ど
も
が
行
な
っ
て
お
り
ま
し
た
！

　

子
ど
も
た
ち
が
“
よ
く
遊
び
、
よ
く
学
ぶ
”

姿
を
見
て
、
木
に
触
れ
る
こ
と
の
楽
し
さ
や

良
さ
を
改
め
て
実
感
し
た
夏
で
し
た
。
山
も

都
市
も
関
係
な
く
、
木
育
が
ど
ん
ど
ん
広
が
っ

て
い
け
ば
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
！

で
し
た
！
そ
の
お
陰
も
あ
り
、
子
ど
も
た
ち

と
い
つ
も
以
上
に
打
ち
解
け
ら
れ
た
気
が
し

ま
す
！

　

大
山
開
山
１
３
０
０
年
に
寄
せ
た
、
市
民

や
子
ど
も
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ー
ド
に
は

「
い
つ
も
お
い
し
い
水
や
食
材
を
あ
り
が
と

う
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
多
か
っ
た
で
す
。

山
と
聞
い
て
パ
ッ
と
こ
の
言
葉
が
で
て
く
る

こ
と
が
、
都
会
と
の
違
い
だ
と
感
じ
ま
す
。

山
の
近
く
に
住
ん
で
る
か
ら
こ
そ
、
山
の
恵

み
へ
の
感
謝
を
忘
れ
な
い
、
米
子
市
の
皆
さ

ん
の
気
持
ち
に
心
が
暖
か
く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
認
識
が
広
が
る
よ
う
に
頑
張
り

た
く
思
い
ま
す
。

大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
め
る

「
木
と
の
ふ
れ
あ
い
祭
」
に
参
加

　

埼
玉
県
木
材
協
会
さ
ん
の
「
木
と
の
ふ
れ

あ
い
祭
」
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
珍
し
く
、
木
材
所
、

北
浜
市
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
！

　

祭
の
中
で
も
一
番
見
て
い
て

面
白
か
っ
た
の
は
、
時
間
内
に

積
み
木
を
高
く
積
み
上
げ
た

チ
ー
ム
が
勝
ち
と
い
う
も
の
で

す
。
積
み
木
の
大
き
さ
や
形
に

違
い
が
あ
り
、
積
み
上
げ
方
や

ど
の
積
み
木
を
選
ぶ
か
に
よ
っ

て
勝
敗
が
決
ま
り
、
発
想
力
も

試
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

も
う
ひ
と
つ
記
憶
に
残
っ
た

の
は
「
く
む
ん
だ
ー
」
と
い
う

木
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
で
す
。

組
手
什
の
よ
う
な
仕
組
み
で
、

恒例の丸太切り

ジャングルジムを作って誇らしい子どもたち 森の恵でつくったおもちゃ

みどりの

女神が行く！

竹川 智世（たけかわ ちせ）
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林
野
庁
平
成
31
年
度
予
算

概
算
要
求
の
概
要

TOPICS

01

　

８
月
31
日
、平
成
31
年
度
予
算
の

概
算
要
求
が
財
務
省
に
提
出
さ
れ
ま

し
た
。林
野
庁
関
係
予
算
の
概
算
要

求
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
の
林
野
庁
の
一
般
会

計
予
算
の
要
求
総
額
は
、３
，４
５
２
億

円
で
、こ
の
う
ち
公
共
事
業
費
は
２
，

２
９
６
億
円
、非
公
共
事
業
費
は
１
，

１
５
６
億
円
と
な
っ
て
お
り
、対
前
年
度

比
で
は
１
１
５
％
を
要
求
し
て
い
ま
す
。

　

我
が
国
森
林
が
本
格
的
な
主
伐
期
を

迎
え
る
中
、来
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ

る
森
林
経
営
管
理
法
に
基
づ
く
新
た
な

森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
、林
業

の
成
長
産
業
化
と
森
林
資
源
の
適
切
な

管
理
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、木
材
の

需
要
拡
大
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、時
代

の
転
換
期
に
即
し
た
森
林
・
林
業
施
策

の
充
実
を
図
る
た
め
の
予
算
要
求
と
し

て
お
り
、事
業
ご
と
の
主
要
な
ポ
イ
ン

ト
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

平成 31年度　林野庁関係予算（総括表）  　　　　   　　　　   平成30年８月

区分 平成 30年度当初予算額
（百万円）

平成 31年度概算要求額
（百万円） 対前年度比（％）

　公共事業費 190,023	 229,634	 120.8	
　　一般公共事業費 180,049	 219,660	 122.0	
　　　治山事業費 59,736	 72,878	 122.0	
　　　森林整備事業費 120,313	 146,782	 122.0	
　　災害復旧等事業費 9,974	 9,974	 100.0	
　非公共事業費 109,660	 115,600	 105.4	

合計 299,683	 345,234	 115.2	
（注）1			上記のほか、農山漁村地域整備交付金及び農山漁村振興交付金に、林野関係事業を措置している。	 	
　　		2　計数は、四捨五入のため合計とは一致しない場合がある。	

東日本大震災からの復旧・復興対策（東日本大震災復興特別会計計上）

区分 平成 30年度当初予算額
（百万円）

平成 31年度概算要求額
（百万円） 対前年度比（％）

　公共事業費 26,557 22,568 85.0	
　非公共事業費 5,753 4,978 86.5	

合計 32,310 27,546 85.3	

林業成長産業化総合対策  【平成 31年度予算概算要求額 18,572（15,470）百万円】
　新たな森林管理システムの下で森林の経営管理を担う意欲と能力のある経営者の育成や経営の集積・集約化を進める地域への路網整備・高性能林業機械
の導入、川上から川下までを結ぶサプライチェーンの構築による流通コストの削減、CLT等の利用促進など木材需要の拡大等の取組を総合的に支援します。
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❶ 

林
業
成
長
産
業
化
総
合
対
策

【
１
８
６
億
円（
１
５
５
億
円
）】

　

５
月
に
成
立
し
た
森
林
経
営
管
理
法

に
基
づ
く
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム

を
推
進
す
る
た
め
、同
シ
ス
テ
ム
の
下

で
、森
林
の
経
営
管
理
を
担
う
意
欲
と

能
力
の
あ
る
林
業
経
営
者
の
育
成
や
、

経
営
の
集
積
・
集
約
化
を
進
め
る
地
域

へ
の
路
網
整
備
・
高
性
能
林
業
機
械
の

導
入
を
重
点
的
に
支
援
す
る
ほ
か
、Ｃ

Ｌ
Ｔ（
直
交
集
成
板
）等
の
利
用
促
進
な

ど
木
材
需
要
の
拡
大
等
を
図
る
な
ど
、

川
上
・
川
中
・
川
下
の
施
策
を
総
合
的
に

実
施
し
ま
す
。

　

31
年
度
は
意
欲
と
能
力
の
あ
る
林
業

経
営
者
の
育
成
に
向
け
、高
性
能
林
業

機
械
の
導
入
の
優
先
支
援
と
組
み
合
わ

せ
て
、出
荷
ロ
ッ
ト
の
大
規
模
化
・
経
営

の
多
角
化
の
た
め
の
取
組
へ
の
支
援
を

強
化
し
ま
す
。ま
た
、ス
マ
ー
ト
林
業
の

推
進
の
た
め
、30
年
度
に
モ
デ
ル
的
な

取
組
と
し
て
行
わ
れ
た
、航
空
レ
ー
ザ

計
測
や
ク
ラ
ウ
ド
技
術
を
活
用
し
た
高

精
度
な
森
林
情
報
の
把
握
・
共
有
化
に

よ
る
森
林
施
業
の
効
率
化
等
の
取
組
に

つ
い
て
、全
国
に
普
及
展
開
す
る
た
め
、

引
き
続
き
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、流
通
段
階
の
取
組
と
し
て
、

Ｓ
Ｃ
Ｍ（
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
）推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
設
置
す

る
と
と
も
に
需
給
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
を
整
備
し
、川
上
か
ら
川
下
ま
で
に

至
る
各
事
業
者
間
で
の
情
報
共
有
に
よ

る
マ
ッ
チ
ン
グ
を
促
進
す
る
こ
と
で
、

効
率
的
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
構
築

し
流
通
コ
ス
ト
の
削
減
を
図
り
ま
す
。

　

川
下
に
お
い
て
は
、新
た
な
森
林
管

理
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
る
中
、川
上

の
原
木
生
産
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
引
き

出
す
た
め
に
も
、Ｊ
Ａ
Ｓ
無
垢
材
、Ｃ
Ｌ

Ｔ
の
調
達
費
の
一
部
支
援
、高
付
加
価

値
木
材
製
品
の
輸
出
拡
大
、「
地
域
内
エ

コ
シ
ス
テ
ム
」の
導
入
に
よ
る
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
の
利
用
拡
大
と
い
っ
た
木
材

需
要
の
拡
大
に
向
け
た
取
組
を
引
き
続

き
支
援
す
る
ほ
か
、公
共
建
築
物
に
加

え
、民
間
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
非
住
宅
建

築
物
等
へ
の
木
材
利
用
に
向
け
た
取
組

を
後
押
し
し
て
い
き
ま
す
。

❷ 「
緑
の
人
づ
く
り
」総
合
支
援
対
策

【
53
億
円（
49
億
円
）】

　

林
業
の
新
規
就
業
者
を
確
保
・
育
成

す
る
た
め
、林
業
大
学
校
等
で
就
業
に

必
要
な
知
識
等
を
学
ぶ
青
年
に
対
す
る

給
付
金
の
支
給
や
、「
緑
の
雇
用
」事
業

に
よ
り
、新
規
就
業
者
を
現
場
技
能
者

に
育
成
す
る
研
修
を
引
き
続
き
集
中
的

に
支
援
す
る
と
と
も
に
、労
働
安
全
対

策
に
係
る
研
修
の
充
実
や
研
修
後
の
定

着
を
後
押
し
す
る
仕
組
み
の
導
入
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム

が
導
入
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、同
シ

ス
テ
ム
の
運
用
の
核
と
な
る
市
町
村
の

支
援
を
行
え
る
人
材
の
養
成
に
も
取
り

組
み
ま
す
。

❸ 

森
林
・
山
村
多
面
的
機
能
発
揮
対
策

【
15
億
円（
15
億
円
）】

　

森
林
の
多
面
的
機
能
の
発
揮
を
図
る

と
と
も
に
山
村
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
維
持
・
活
性
化
さ
せ
る
た
め
、地
域
住

民
等
に
よ
る
森
林
の
保
全
管
理
活
動
等

の
取
組
を
引
き
続
き
支
援
し
ま
す
。

❹ 

森
林
整
備
事
業〈
公
共
〉

【
１
，４
６
８
億
円（
１
，２
０
３
億
円
）】

　

林
業
の
成
長
産
業
化
と
森
林
資
源
の

適
切
な
管
理
を
実
現
す
る
た
め
、新
た

な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
る

地
域
を
中
心
に
、間
伐
や
路
網
整
備
、再

造
林
等
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、国
土

保
全
や
地
球
温
暖
化
防
止
等
に
貢
献
し

ま
す
。

　

特
に
、森
林
資
源
が
充
実
し
た
区
域

等
に
お
い
て
、路
網
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

形
成
す
る
た
め
森
林
作
業
道
、林
業
専

用
道
、林
業
生
産
基
盤
整
備
道
を
バ
ラ

ン
ス
よ
く
整
備
し
ま
す
。ま
た
、効
率
的

な
森
林
整
備
の
た
め
の
航
空
レ
ー
ザ
計

測
等
を
実
施
し
ま
す
。

❺ 

治
山
事
業〈
公
共
〉

【
７
２
９
億
円（
５
９
７
億
円
）】

　

豪
雨
災
害
、流
木
災
害
な
ど
激
甚
化

す
る
災
害
に
対
す
る
山
地
防
災
力
強
化

の
た
め
、事
前
防
災
・
減
災
対
策
の
観
点

か
ら
、荒
廃
山
地
の
復
旧
・
予
防
対
策
等

を
推
進
し
ま
す
。

　

特
に
、昨
年
緊
急
点
検
に
よ
り
抽
出
し

た
約
１
，２
０
０
地
区
を
中
心
に
、流
木

捕
捉
式
治
山
ダ
ム
の
設
置
、そ
の
機
能
回

復
等
の
総
合
的
な
流
木
対
策
等
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、豪
雨
等
に
よ
り
甚
大
な

山
地
災
害
が
発
生
し
た
広
島
県
東
広
島

市
や
岩
手
県
雫
石
町
に
お
い
て
民
有
林

直
轄
治
山
事
業
に
新
規
着
手
し
、集
中
的

な
復
旧
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
よ
り

西
日
本
を
中
心
に
発
生
し
た
甚
大
な
山

地
災
害
を
受
け
、早
急
に
復
旧
・
予
防
対

策
を
検
討
し
、応
急
対
策
を
図
る
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、航
空
レ
ー
ザ
計
測

に
よ
り
被
災
地
域
の
崩
壊
危
険
箇
所
を

把
握
・
分
析
す
る
た
め
の
調
査
を
平
成

30
年
度
予
算
の
予
備
費
で
実
施
し
て
い

ま
す（
47
億
円
）。
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林
業
成
長
産
業
化
地
域
創
出
モ
デ
ル
事
業 

❻

南
会
津
地
域
に
つ
い
て

　
南
会
津
地
域
は
、
南
会
津
町
、
下し

も
ご
う郷

町
・

只た
だ
み見

町
・
檜ひ

の
え
ま
た

枝
岐
村
か
ら
の
４
町
村
か
ら
成

り
立
っ
て
お
り
、
西
は
新
潟
県
、
南
は
栃
木

県
に
接
し
て
い
ま
す
。
地
形
は
、
越
後
山
系

か
ら
連
な
る
舘た
て
い
わ岩
地
域
の
帝た

い
し
ゃ
く
ざ
ん

釈
山
（
標
高
２
，

０
５
９・６
ｍ
）
を
最
高
峰
と
し
、
四
方
を
急

峻
な
山
で
囲
ま
れ
た
山
岳
地
帯
で
す
。

　
こ
の
地
域
で
は
、優
良
広
葉
樹
材
の
生
産
地

と
し
て
、昭
和
30
年
代
に
は
年
間
32
万
㎥
の
素

材
を
生
産
し
、県
営
の
広
葉
樹
製
材
施
設
が
町

内
に
２
箇
所
設
置
さ
れ
、東
北
地
方
の
広
葉
樹

材
の
集
出
荷
基
地
と
し
て
、広
葉
樹
大
径
材
の

製
材・加
工
を
始
め
、用
材
、家
具
、フ
ロ
ー
リ

ン
グ
等
の
木
材
加
工
業
が
発
達
し
、広
葉
樹
や

木
材・木
工
の
町
と
し
て
林
産
業
を
基
幹
産
業

と
し
て
栄
え
て
い
ま
し
た
。

森
林
・
林
業
の
概
要

　
当
地
域
の
総
面
積
は
、８
８
，７
０
０
ha
で

あ
り
、そ
の
内
森
林
面
積
は
８
１
，７
０
０
ha

で
、総
面
積
の
約
92
％
を
占
め
て
い
ま
す
。森

林
面
積
は
、東
京
23
区（
６
１
，９
０
０
ha
）の
約

１・３
倍
と
な
っ
て
お
り
、県
内
で
は
い
わ
き

市
に
次
ぐ
第
２
位
の
面
積
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　
森
林
の
う
ち
国
有
林
は
２
５
，０
１
１
ha
、

民
有
林
が
５
６
，６
５
１
ha
を
占
め
、
民
有
林

に
お
け
る
人
工
林
面
積
は
１
４
，１
５
１
ha
、

人
工
林
率
は
25
％
で
す
。

　
ま
た
、
民
有
林
の
樹
種
別
で
は
、
ス
ギ
が

約
46
％
、
次
い
で
カ
ラ
マ
ツ
が
約
25
％
、
ア

カ
マ
ツ
・
ク
ロ
マ
ツ
が
約
23
％
で
あ
り
、
齢

級
で
は
８
齢
級
以
上
の
人
工
林
が
多
く
、
成

熟
し
た
森
林
の
伐
採
に
向
け
た
体
制
整
備
が

現
在
、
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
当
地
域
は
コ
ナ
ラ
等
小
径
木
の
き

の
こ
原
木
へ
の
利
用
に
つ
い
て
、
県
内
で
は

放
射
性
物
質
が
少
な
い
地
域
で
あ
る
こ
と
か

ら
、「
き
の
こ
原
木
用
非
破
壊
型
放
射
能
検
査

装
置
」
を
導
入
、
出
荷
ロ
ッ
ト
ご
と
で
当
地

域
の
優
位
性
と
安
全
性
を
証
明
し
、
東
日
本

大
震
災
と
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
前

の
「
き
の
こ
原
木
生
産
量
日
本
一
の
実
績
復

活
」
と
災
害
復
興
の
使
命
に
向
け
て
、
風
評

被
害
の
払
拭
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
当
地
域
の
特
徴
と
し
て
、も
う
一
つ
挙
げ
ら

れ
る
の
が
全
国
で
も
有
数
の
カ
ラ
マ
ツ
材・広

葉
樹
材
の
生
産
地
と
い
う
点
で
、「
森
林
面
積

及
び
蓄
積
量
」で
は
他
地
域
に
対
し
て
高
い
優

位
性
を
有
し
て
お
り
、現
在
、森
林
管
理
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
化
と
民
国
連
携
や
生
産
性
向
上
に
よ
る

素
材
の
供
給
拡
大
と
山
元
へ
の
利
益
還
元
や

バ
リ
ュ
ー
チ
ュ
ー
ン
の
確
立
を
目
標
と
し
て
、

そ
の
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
度
に
お
け
る

取
組

　
初
年
度
は
、「
木
の
町
南
会
津
」
の
再
生
に

取
り
組
む
べ
く
、「
林
業
成
長
産
業
化
推
進
会

議
」
を
発
足
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
当
地

域
の
森
林
・
林
業
の
活
性
化
に
向
け
て
地
域

関
係
団
体
が
一
丸
と
な
っ
て
事
業
に
取
り
組

め
る
よ
う
各
協
議
項
目
を
細
分
化
し
て
、
分

科
会
を
開
催
、
様
々
な
問
題
点
等
の
洗
い
出

し
を
し
な
が
ら
解
決
策
・
打
開
案
等
に
つ
い

て
、
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
分
科
会
の
一
つ
で
あ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

館
構
想
」
の
試
験
的
試
み
と
し
て
、
平
成
30

年
２
月
10
日
～
18
日
ま
で
の
間
、
地
元
の
会

津
田
島
駅
の
２
階
に
特
設
会
場
を
設
営
、
子

ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
て
木
製
お
も
ち
ゃ
を

集
め
た
遊
び
場
「
お
も
ち
ゃ
鉄
道
ピ
ノ
キ
オ

駅
」
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
今
後
、
建
設
予
定
で
進
め
ら
れ

南会津町役場庁舎内部

南会津の森

南
会
津
町 

農
林
課 

林
業
成
長
産
業
化
推
進
室

林
業
成
長
産
業
化
地
域
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
目
指
す
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て
い
る
「
林
業
の
家
」
の
試
験
的
な
意
味
合

い
を
持
ち
、
集
客
力
、
木
工
用
品
に
お
け
る

売
れ
筋
等
を
そ
の
判
断
材
料
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
産
材
の
利
用
促
進
に
向
け
て
、

新
築
住
宅
、
増
改
築
に
係
る
材
料
に
町
産
材

を
使
用
し
た
際
の
助
成
制
度
を
新
た
に
創
設

し
ま
し
た
。

「
林
業
成
長
産
業
化
地
域
」

と
し
て
の
将
来
構
想

　
南
会
津
町
は
、
平
成
29
年
に
全
国
で
16
地

域
が
選
定
さ
れ
て
い
る「
林
業
成
長
産
業
化

地
域
」の
一
つ
に
選
ば
れ
ま
し
た
。「
木
の
町

広
葉
樹
材
の
森
林
認
証
の
取
得
・
ブ
ラ
ン
ド

化
を
推
し
進
め
、素
材
の
付
加
価
値
を
高
め
て

流
通・販
売
力
の
強
化
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
は
、
木
質
ボ
イ
ラ
ー

へ
の
チ
ッ
プ
の
安
定
供
給
を
目
指
す
た
め
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
設
備
の
導
入
拡
大
を
図
る

計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
森
林
整
備
に
つ
い
て
は
、
施
業
の
集
約
化

を
図
り
な
が
ら
路
網
を
整
備
、
機
械
化
に
よ

る
搬
出
コ
ス
ト
の
低
減
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
、南
会
津
地
域
に
お
い
て
、町
で
は
川

上
側（
素
材
搬
出
元
）に
あ
た
る
森
林
所
有
者
、

森
林
組
合
、関
連
森
林
団
体
等
と
川
下
側（
販

路
）に
あ
た
る
地
域
工
務
店
、加
工・流
通
等
関

連
団
体
等
を
結
ぶ
架
け
橋
と
な
る
よ
う
調
整

役
に
な
る
こ
と
で
、町
産
材
の
大
き
な
循
環
を

つ
く
り
な
が
ら
、持
続
可
能
な
林
業
経
営
を
行

い
、資
源
、人
材
、資
金
の
循
環
構
造
モ
デ
ル
を

「
南
会
津
型
森
林・林
業
」と
し
て
、他
地
域
に

お
け
る
林
業
振
興
の
増
大
に
つ
な
が
る「
波

及・波
紋
」効
果
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

終
わ
り
に

　

南
会
津
地
域
で
は
、【
住
み
継
が
れ
る
木

の
町
「
南
会
津
」
地
域
蘇
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

を
テ
ー
マ
と
称
し
て
、
親
か
ら
子
へ
、
子
か

ら
孫
へ
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
木
の
歴

史
を
後
世
へ
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

林
業
成
長
産
業
化
に
対
し
て
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

０
０
０
ha
に
増
加
さ
せ
る
。

③ 

林
産
業
従
事
者
数
（
２
０
１
６
年
ま
で

２
１
９
人
）
を
２
０
２
１
年
ま
で
に

３
０
０
人
に
増
加
さ
せ
る
。

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
政
策
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
具
体

的
な
戦
略
と
し
て
、最
初
に
地
上
レ
ー
ザ
計
測・

森
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
活
用
等
に
よ
る
共
有
林
や
町
有

林
な
ど
の
詳
細
な
資
源
把
握
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、針
葉
樹
材（
ス
ギ・カ
ラ
マ
ツ
等
）や

南
会
津
」
の
蘇
生
を

図
る
た
め
、
地
域
全

体
が
一
丸
と
な
っ
て

林
業
発
展
の
た
め
に

様
々
な
計
画
を
立
て

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
町
で
掲
げ

て
い
る
全
体
構
想
の

ビ
ジ
ョ
ン
は
、

① 

年
間
素
材
生
産
量

（
２
８
，７
０
０
㎥
）

を
２
０
２
１
年
ま

で
に
１・
５
倍
の

４
３
，０
０
０
㎥
に

増
加
さ
せ
る
。

② 

森
林
認
証
林

（
４
７
７
ha
）
を

２
０
２
１
年
ま
で

に
21
倍
の
１
０
，

持続可能な林業経営

民有林の一元管理

カラマツ・広葉樹

木材販売の利益が苗木や
再造林の経費

地域住民の林業
への意識向上

伐採・搬出の低コスト化の実現

高性能林業機械の
投入・人材育成

選択的購買による
森林・地域をサポート

資源の把握と
効率的な管理

特色ある製品と
販路・ブランド確立 管理計画 社会・環境・

地域性への配慮

地産地消・地域循環
による適正価格

連携組織による出口戦略

中長期の素材供給計画・
供給基地

消費出口の拡充と
適正価格での流通促進 需要と供給体制の向上

公共建築物・地元建築物への供給

地産地消で運搬コストの削減
木材市や情報発信による販路拡大

需要供給に見合った木材加工
端材等の有効活用

適切な
森林管理

再造林

林業活性の
機運

伐採・搬出

生産能力
向上

山林への
還元

ICT
資源管理

ブランド消費
出口拡充

木材の
適正価格

CoC
サプライチェーン

民国連携
安定供給

地域材の
流通促進

利用・流通 運　搬

製材・加工

森林集約化

管理計画

森林認証材

森林・林業の大きな循環

南会津地域の循環

森林認証材の循環

木のおもちゃイベント

循環図「南会津型森林・林業」の循環と波紋効果

町産材を活用した住宅認証林から搬出された材
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「請負事業体等と連携したニホンジカ捕獲（中部森林管理局）」
　中部森林管理局では、今年度から新たに「ついで捕獲・ついで見回り」を試行しています。
　これは、国有林内で造林や治山などの事業を行っている請負事業体等に、くくりわなを用
いたニホンジカの捕獲や猟友会等が設置したわなの見回り・通報等に協力してもらう取組で
す。事業のついでに行うことから「ついで捕獲」「ついで見回り・通報」と呼んでいます。
　奥地に所在する国有林では、わなを設置すると見回りに多大な時間と労力が掛かることか
ら、この取組により、例えば地元猟友会等が国有林にわなを設置し、国有林内で事業を行う
請負事業体等の従事者が、通勤途上や現場での作業あるいは休息のついでにわなを見回り、
シカが掛かっていれば猟友会等に連絡することにより、猟友会等の見回りによる負担が大幅
に軽減され、国有林での捕獲が強化されます。
　８月 15 日現在、331 件の契約の内 87 件で請負事業体等が同意しており、実際についで捕獲１件、
ついで見回り・通報１件となっています。引き続きこの試みを進めていくこととしています。

　シリーズでお送りする「各地の森林から」。今回は、我が国の森林被害全体の約８割を占め、深刻な状況となって
いるシカによる被害への対策として、各地の国有林の現場で行っているシカの捕獲の取組例をご紹介します。

囲いわなの設置状況（大型） 食肉としての活用例

九州シカ広域一斉捕獲の様子  　 治山事業地 植生工の草を食
は

むシカ

　北海道では、エゾシカの生息数増加による農林業被害が深刻で、森林内においても嫌いな植物以外はほぼ何
でも食べてしまうため、稚樹や下層植生がなくなること等による生態系への影響も出ています。
　このため、北海道森林管理局では、エゾシカの生息密度が高く銃器による捕獲等が難しい地域において、「囲
いわな」を用いたエゾシカの捕獲を実施してきました。
　囲いわなは支柱とネット、目隠しの木製板等を組み立てた囲い状のわなのことで、餌をわなの周囲から内部
に配置しエゾシカを誘い込むことによ
り、生きたまま捕獲（生体捕獲）する
ことができます。この囲いわな捕獲で
は ICT を活用した捕獲通知システムを
利用し、夜間の捕獲も行っています。
　生体捕獲したエゾシカは、害獣とし
て処分するだけではなく、持続可能な
自然資源として食肉加工処理施設に搬
送し、食肉として有効活用することも
可能となります。

「囲いわな（北海道森林管理局）」

14林野   2018.9 No.138

シ カ の 　 被 害 対 策

頭頂部を食われ、上に伸びず盆栽状に
なったスギの植栽木

樹皮をはがされ枯死しそうな人工林

各 地 の 森 林 か ら

提供元：森林総合研究所
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「一斉捕獲（九州森林管理局）」
　森林管理局や各県等の機関が個別にシカの捕獲を実施しても、シカは県境
を越えて広域的に生息しているため、効率的な捕獲を実施することができな
いことがあります。
　九州森林管理局では「九州シカ広域一斉捕獲推進会議」に参画し、九州５
県（福岡、熊本、大分、宮崎、鹿児島）の関係機関と連携し、一斉捕獲期間（秋
期 15 日間、春期８日間）に集中的に捕獲を行う一斉捕獲に取り組んでいます。
各森林管理署等では、狩猟者が捕獲を行いやすいよう、一斉捕獲日（一斉捕
獲期間中の秋期３日間、春期２日間）に林道のゲートを開放し、立入禁止区
域を設けないなど一斉捕獲の効果を高めるための協力を行っています。
　一斉捕獲期間における実績として、九州森林管理局及び九州５県では、合
計で 2,000 頭以上のシカを捕獲しています。

「小型囲いわな（四国森林管理局）」
　四国森林管理局森林技術・支援センターでは、農林業者への普及を目的に、平成 22 年度か
らシカ捕獲のためのわなの開発・改良を進め、平成 29 年度に安価で使いやすい「小型囲いわな」

（名称：こじゃんと※ 1 号）を開発しました。（※土佐弁で「すごくたくさん」という意味）
　この「こじゃんと 1 号」は、①低コストで小型軽量、②組立・解体が容易、③錯誤捕獲を防止、
④止め刺しが容易といった特徴があります。併せて、同センターでは「小型囲いわなによる
ニホンジカ捕獲マニュアル」を作成し、わなの設置やシカの捕獲等の技術支援を行っています。
　四国森林管理局では、県、市町村、猟友会と連携し、小型囲いわなの普及、わなの貸出に
よる捕獲等の取組を推進しています。

「くくりわな（近畿中国森林管理局）」
　近畿中国森林管理局（和歌山森林管理署）で
は、シカの捕獲効率を上げるため、「くくりわな」
の設置方法を工夫した「小林式誘

ゆういん

引捕獲法」を
考案し、使用を進めるとともに地域への普及を
図っています。
　この捕獲法は、獣道にわなを設置する従来の
方法と違い、見回りがしやすい林道沿線にわな
を設置し、餌により誘引するものです。シカが
餌を食べる際に、口の横に足を置く習性を利用
し、ドーナツ状に餌を撒き、その中心部にわなを仕掛けます。さらに、わなの周りに石を置く
ことにより、シカが障害物の石を避けわなの真ん中を踏むため、捕獲の際の空はじき（わなが
作動しても捕獲されない状態）を少なくすることができます。従来の方法に比べ、設置に特別
な技術が必要でないことから、経験の浅い狩猟者でも簡単に実践することができます。　　
　また、クマの生息する地域では、クマの錯誤捕獲が少ないといわれている、シカの首にわな
がかかる「首用くくりわな」の試用も進めています。

小型囲いわな（こじゃんと１号）

九州シカ広域一斉捕獲推進会議 九州シカ広域一斉捕獲の様子  　

首用くくりわな
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小型囲いわなの捕獲マニュアル

小林式わな

わな

障害物

餌

シ カ の 　 被 害 対 策
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効
率
的
な
事
業
と
木
材
の
安
定
供
給
で

林
業
成
長
産
業
化
を
牽
引

～
日
本
一
の
事
業
量
を
先
進
技
術
で
展
開
～

関
東
森
林
管
理
局　

茨
城
森
林
管
理
署

署の基礎
データ

管内概要
　茨城森林管理署は茨城県下一円を管轄区域とし
て４万５千ヘクタールの国有林を管理しています。
茨城県は中南部に広大な農地が広がり湖沼も多い
ため、森林は県土面積の約３割で、そのうち国有
林が４分の１ほどを占めています。
　国有林は県北部を中心に、大部分がスギ、ヒノ
キなどの人工林となっていますが、日本美しの森 
お薦め国有林に選定された奥久慈自然休養林「日
本三名

めいばく

瀑の袋
ふくろだ

田の滝と新緑・紅葉、奇岩・怪石の
男
なんたいさん

体山」や日本百名山の筑波山などは、森林レク
リエーションの場として親しまれています。
　また、我が国で最初に施

せぎょう

業案※が編成された笠原
国有林（現在は当署敷地）や、林業遺産「全国緑化行事発祥の地」（桜

さくらがわしまかべまちおにがさく

川市真壁町鬼ヶ作国有林）
などもあります。
※施業案： 森林の状況を把握し、将来誘導する森林の姿を目標として、間伐や造林といった必

要な施業を計画する「森林計画」

所 在 地 茨城県水戸市笠原町 978 － 7
区 域 面 積 609,572ha
う ち 森 林 面 積 187,508ha（森林率 31％）
国 有 林   45,373ha（国有林率 24％）
管轄区の関係市町村 14 市３町１村

「伐ったら必ず植える」循環する広大な人工林（茨城森林管理署管内）

木
材
供
給
に
実
力
あ
り

　

茨
城
森
林
管
理
署
の
管
轄
す
る
国
有
林
野

面
積
は
４
万
５
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
り
、
全

国
の
森
林
管
理
署
の
中
で
は
平
均
以
下
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
８
割
が
※
１
人
工
林
で
あ
る

こ
と
に
加
え
、
計
画
的
な
路
網
整
備
や
高
性

能
林
業
機
械
を
保
有
す
る
生
産
能
力
の
高
い

林
業
事
業
体
な
ど
に
支
え
ら
れ
、伐
採
量
は

全
国
一
で
す
。
し
か
も
、成
長
量
が
伐
採
量

を
上
回
っ
て
い
る
た
め
、
伐
採
し
て
も
森
林

蓄
積
は
７
年
間
で
３
割
増
え
て
い
ま
す
。

　

生
産
し
た
木
材
は
、
木
材
市
場
に
出
品
す

る
ほ
か
、
※
２
シ
ス
テ
ム
販
売
に
よ
っ
て
、
製

材
工
場
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設
な
ど
が
集

中
的
に
立
地
す
る
宮
の
郷
工
業
団
地
な
ど
に

直
送
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
加
工
さ
れ
た
ラ

ミ
ナ
は
鹿
島
臨
海
工
業
地
帯
に
あ
る
我
が
国

最
大
規
模
の
木
材
加
工
工
場
で
集
成
材
と
し

て
製
品
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

伐
採
し
た
後
は
確
実
に
造
林
し
、
健
全
な

緑
の
循
環
と
、
森
林
の
公
益
的
機
能
を
確
保

茨城森林管理署ＨＰアドレス：
http://www.rinya.maff.go.jp/kanto/ibaraki/index.html

茨城森林管理署管内図

茨城県

栃木県

福島県

千葉県

埼玉県

東京都

茨城森林管理署

森林技術・支援センター

材木育種センター

森林総合研究所

取 組
国有林野事業の
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し
て
い
ま
す
。
平
成
29
年
度
は
花
粉
症
対
策

苗
木
を
積
極
的
に
活
用
し
な
が
ら
、
約
２
百

ha
を
造
林
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
茨
城
森

林
管
理
署
で
は
、
計
画
的
な
事
業
実
施
と
木

材
の
安
定
供
給
を
通
じ
、
林
業
の
成
長
産
業

化
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

先
端
の
林
業
技
術
を

展
開
・
普
及

　

管
内
に
は
、森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
に
関
す

る
我
が
国
最
大
の
総
合
的
な
試
験
研
究
機
関

で
あ
る
森
林
総
合
研
究
所（
つ
く
ば
市
）、遺
伝

的
に
優
れ
た
特
性
を
持
つ
林
業
用
種
苗
の
品

種
開
発
な
ど
を
行
う
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー（
日

立
市
）や
、関
東
森
林
管
理
局
森
林
技
術
・
支
援

セ
ン
タ
ー（
笠
間
市
）が
あ
り
ま
す
。

　

茨
城
森
林
管
理
署
は
、こ
れ
ら
の
試
験
研
究

機
関
に
研
究
・
実
証
等
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
提
供

す
る
と
と
も
に
、様
々
な
課
題
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
し
た
り
、現
地
検
討
会
等
で
連
携
し
て

新
た
な
技
術
を
地
域
に
普
及
し
て
い
ま
す
。

　

実
用
化
可
能
な
新
技
術
に
つ
い
て
は
、
実

証
試
験
を
経
て
事
業
化
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
コ
ン
テ
ナ
苗
と
高
性
能
林
業
機
械
に
よ

る
伐
採
造
林
一
貫
施
業
に
つ
い
て
は
、
平
成

25
年
度
か
ら
国
有
林
で
実
証
試
験
を
行
っ
た

上
で
、
平
成
28
年
度
か
ら
事
業
と
し
て
本
格

展
開
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、列
状
間
伐
、植
栽
本
数
の
見
直
し
、現

地
の
実
態
に
応
じ
た
下
刈
り
作
業
の
省
力
化

な
ど
、林
業
の
低
コ
ス
ト
化
に
つ
な
が
る
先
導

的
な
森
林
施
業
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

民
有
林
と
連
携
し
、

林
業
成
長
産
業
化
を
牽
引

　

茨
城
森
林
管
理
署
と
茨
城
県
で
は
、
連
携

し
て
地
域
の
森
林
・
林
業
の
中
心
的
な
役
割
を

担
う
森
林
総
合
監
理
士（
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
）を

育
成
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
森
林
総
合
監

理
士
は
、
※
３
民
国
連
携
推
進
地
区
に
お
け
る

活
動
に
加
え
、
民
有
林
と
連
携
し
て
森
林
施

業
を
実
施
す
る
森
林
整
備
推
進
協
定
及
び
隣

接
・
介
在
す
る
民
有
林
を
一
体
的
に
整
備
す

る
公
益
的
機
能
維
持
増
進
協
定
の
推
進
、
民

有
林
と
連
携
し
た
シ
ス
テ
ム
販
売
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、民
有
林
関
係
者
や
事
業
体
を
含
め
た

現
地
検
討
会
を
開
催
す
る
ほ
か
、コ
ン
テ
ナ
苗

の
普
及
や
花
粉
症
対
策
苗
木
の
生
産
に
も
連

携
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。こ
の
ほ
か
、林

業
事
業
体
の
メ
ン
バ
ー
も
森
林
施
業
プ
ラ
ン

ナ
ー
の
資
格
を
取
得
し
、森
林
組
合
と
協
調
し

て
民
有
林
の
事
業
を
担
っ
て
い
ま
す
。

林
業
の
未
来
を
切
り
拓
く

　

今
、日
本
の
人
工
林
の
多
く
は
本
格
的
な
利

用
期
を
迎
え
て
お
り
、林
業
の
成
長
産
業
化
に

つ
な
げ
る
チ
ャ
ン
ス
が
到
来
し
て
い
ま
す
。茨

城
県
で
も
、国
有
林
材
の
安
定
供
給
を
中
心
と

す
る
木
材
の
生
産
か
ら
加
工
・
流
通
・
消
費
に

至
る
太
い
流
れ
を
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
、新
た

な
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
稼
働
な
ど
の
需
要

拡
大
の
動
き
が
活
発
化
し
て
い
ま
す
。

ヘッド固定式ロングリーチグラップルとツ
インソー装着のハーベスタによる間伐作業

　

ま
た
、森
林
総
合
研
究
所
が
研
究
開
発
に
深

く
関
わ
っ
て
い
る
※
４
改
質
リ
グ
ニ
ン
に
つ
い

て
は
、現
在
、本
格
的
な
製
造
と
実
用
化
に
向

け
た
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

安
定
工
業
材
料
と
し
て
様
々
な
利
用
が
可
能

で
、１
，０
０
０
億
円
規
模
の
世
界
初
の
新
産

業
が
生
ま
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

林
木
育
種
で
は
、
５
年
で
※
５
８
メ
ー
ト
ル

に
ま
で
育
ち
、
花
粉
が
少
な
い
特
性
を
併
せ

持
つ
第
二
世
代
精
英
樹
（
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
）

が
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
で
開
発
さ
れ
、
そ
の

一
部
は
苗
木
の
生
産
段
階
に
入
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
優
れ
た
特
性
を
生
か
し
た
森
林
施
業
と

と
も
に
、
木
材
の
生
産
・
流
通
・
加
工
か
ら

消
費
に
至
る
合
理
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

加
え
て
、
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
立
り
ゅ
う
ぼ
く木
調

査
手
法
の
実
証
事
業
に
フ
ィ
ー
ル
ド
を
提
供

す
る
な
ど
、
林
業
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
取
組
も
進

め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
よ
り
、
欧
米
の
林
業
先
進
国
と

比
較
し
て
も
遜
色
の
な
い
林
業
が
実
現
す
る

こ
と
も
夢
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

木材市場、製材工場、木質バイオマス発電
所などが集積する宮の郷工業団地

植栽後５年で樹高８ｍ、直径 10cm に
成長するエリートツリー（茨城森林管
理署試験地。写真は林木育種センター
提供）

民有林と国有林のフォレスターによる会議

※
１	

全
国
の
国
有
林
に
つ
い
て
み
る
と
、
人
工
林
割
合

は
３
割

※
２	

シ
ス
テ
ム
販
売
：
需
要
者
と
事
前
に
協
定
を
締
結
し
、

丸
太
等
を
直
接
、安
定
的
に
供
給
す
る
販
売
方
法

※
３	

民
国
連
携
推
進
地
区
：
関
東
森
林
管
理
局
に
お
い

て
、
都
県
の
森
林
総
合
監
理
士
等
と
連
携
し
た
市

町
村
へ
の
技
術
的
援
助
等
を
重
点
的
に
実
施
す
る

た
め
に
設
定

※
４	

改
質
リ
グ
ニ
ン
：
森
林
総
合
研
究
所
が
開
発
し
た

ス
ギ
を
原
料
と
す
る
新
素
材

※
５	

通
常
の
苗
木
は
５
年
で
３
・
５
メ
ー
ト
ル
程
度
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昨
年
に
引
き
続
き
、「
い
ろ
い
ろ
な
き
の

こ
に
ふ
れ
て
み
よ
う
！
」
と
題
し
て
、
特
用

林
産
物
で
あ
る
き
の
こ
の
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
ま

し
た
。原
木
か
ら
生
え
て
い
る
し
い
た
け
や
、

ま
い
た
け
・
ぶ
な
し
め
じ
と
い
っ
た
普
段
の

食
卓
で
お
な
じ
み
の
き
の
こ
を
菌
床
ご
と
展

示
し
、
子
ど
も
た
ち
に
自
由
に
触
っ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
き
の
こ
が
ぎ
っ
し
り
と
生
え
て

い
る
様
子
は
興
味
深
か
っ
た
よ
う
で
、
親
子

で
顔
を
見
合
わ
せ
、
驚
き
な
が
ら
、
い
ろ
い

ろ
な
き
の
こ
に
触
れ
て
い
ま
し
た
。

　

乾
し
い
た
け
を
小
さ
な
お
た
ま
で
す
く

う
乾
し
い
た
け
す
く
い
も
実
施
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
真
剣
な
表
情
で
、
乾
し
い

た
け
を
な
る
べ
く
た
く
さ
ん
お
た
ま
に
乗

せ
よ
う
と
奮
闘
し
て
い
ま
し
た
。
恒
例
の

活
気
あ
ふ
れ
る
２
日
間

「
こ
ど
も
霞
が
関
見
学
デ
ー
」

TOPICS

02

き
の
こ
総
選
挙
で
は
、
展
示
さ
れ
た
き
の

こ
を
み
て
触
っ
て
、
好
き
な
き
の
こ
に
投

票
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
今
年
も
な
め
こ

が
ト
ッ
プ
と
な
り
、
２
位
は
え
の
き
だ
け
、

３
位
は
同
数
で
し
い
た
け
、
き
く
ら
げ
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
持
ち
帰
っ
た
乾
し
い
た
け
を

使
っ
て
食
卓
を
囲
み
、
き
の
こ
に
触
れ
た

体
験
を
話
題
に
、
家
族
団
ら
ん
し
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

霞
が
関
の
各
省
庁
が
様
々
な
ブ
ー
ス
を
用

意
し
、
夏
休
み
中
の
子
ど
も
た
ち
に
広
く
国

の
仕
事
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

「
こ
ど
も
霞
が
関
見
学
デ
ー
」
が
今
年
も
８

月
１
日
～
２
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
林
水
産
省
の
来
場
者
数
は
過
去
最
高

の
７
，２
４
６
人
で
、
参
加
府
省
庁
の
中

で
１
位
と
な
り
ま
し
た
。

　

林
野
庁
が
毎
年
開
い
て
い
る
「
大
好
き

な
人
へ
木
の
は
が
き
を
お
く
ろ
う
！
」
に

は
今
年
も
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し

て
く
れ
ま
し
た
。
ス
ギ
、
ヒ
バ
、
ヒ
ノ
キ
、

カ
バ
の
４
種
類
の
ツ
キ
板
で
作
ら
れ
た
は

が
き
か
ら
１
種
類
を
選
び
、
ス
タ
ン
プ
や

ク
レ
ヨ
ン
等
で
そ
れ
ぞ
れ
が
自
由
に
思
い

描
く
は
が
き
を
作
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

樹
種
ご
と
の
香
り
や
木
目
の
違
い
に
驚
き
、

「
ど
の
は
が
き
に
し
よ
う
か
な
、
誰
に
送
ろ

う
か
な
」
と
目
を
キ
ラ
キ
ラ
輝
か
せ
な
が

ら
選
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
林
業
の
仕
事
に
つ
い
て
わ
か
り

や
す
く
解
説
し
た
「
お

山
ん
画
」
や
樹
木
漫
画

の「
リ
ン
子
の
絵
日
記
」

の
パ
ネ
ル
展
示
も
行
わ

れ
、
は
が
き
作
り
に
参

加
し
た
子
ど
も
た
ち
は

も
ち
ろ
ん
、
他
の
来
場

者
も
興
味
深
そ
う
に
眺

め
て
い
る
様
子
で
し

た
。
普
段
は
な
か
な
か

馴
染
み
の
な
い
森
林
で

の
仕
事
や
樹
木
の
知
識

に
ふ
れ
る
貴
重
な
経
験

と
な
っ
た
よ
う
で
す
。
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「
森
林
で
働
く
機
械
を
動
か
し
て
み
よ

う
」
と
題
し
た
ブ
ー
ス
で
は
、
立
木
の
伐

採
を
行
う
林
業
機
械
で
あ
る
ハ
ー
ベ
ス
タ

の
職
業
訓
練
用
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
使
っ

た
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
大
型
の
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
上
に
映
し
出
さ
れ
た
木
を
切
り
倒
し
、

一
定
の
長
さ
で
切
り
揃
え
る
作
業
に
、
初

め
は
四
苦
八
苦
し
て
い
ま
し
た
が
、
す
ぐ

に
コ
ツ
を
掴
み
、
現
場
さ
な
が
ら
の
木
材

生
産
作
業
を
楽
し
く
体
験
し
て
い
ま
し
た
。

　

将
来
の
林
業
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
な
っ
て

く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

初
出
展
の
「
森
林
に
つ
い
て
楽
し
く
学

ぼ
う
！
」
で
は
、
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
作
成
、

紙
芝
居
、
ジ
オ
ラ
マ
へ
の
緑
化
体
験
、
森

林
○
×
ク
イ
ズ
と
い
う
４
つ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
作
成
で
は
、
色
や
形

の
違
う
輪
切
り
丸
太
の
中
か
ら
、気
に
入
っ

た
木
を
選
び
、
ス
タ
ン
プ
や
マ
ジ
ッ
ク
等

を
使
っ
て
、
思
い
思
い
の
プ
レ
ー
ト
を
作

成
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
紙
芝
居
で
は
、

海
岸
林
の
大
切
さ
や
、
東
北
の
海
岸
林
の

再
生
へ
向
け
て
の
継
続
的
な
支
援
の
重
要

性
に
つ
い
て
学
ん
で
も
ら
い
、
子
ど
も
た

ち
は
出
題
さ
れ
る
問
題
に
も
真
剣
に
答
え

て
い
ま
し
た
。

　

ほ
か
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
多
く
の
子
ど
も

た
ち
が
参
加
し
、
楽
し
み
な
が
ら
森
林
の

大
切
さ
や
楽
し
さ
に
つ
い
て
学
ん
で
も
ら

い
ま
し
た
。

森ずきんちゃんが第 70 回全国植樹祭（愛知県）を PR
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